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栃
木
県
那
珂
川
町
で
は
、
廃
校
に
な
っ
た
中
学
校
跡
地
に
、

平
成
24
年
に
製
材
工
場
が
、
平
成
26
年
に
は
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
所
が
完
成
、
両
施
設
内
で
約
30
名
の
雇
用
を
生
み
出

し
ま
し
た
。
年
間
約
10
万
㎥
の
ス
ギ
材
な
ど
が
利
用
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
山
か
ら
の
木
材
の
搬
出
や
、
ト
ラ
ッ
ク
で
の

運
搬
な
ど
の
新
た
な
雇
用
も
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
は
、
概
ね
2
，
0
0
0
㎾
の
規

模
で
、
4
，
0
0
0
世
帯
分
の
電
気
を
発
電
し
ま
す
。
こ
の

発
電
施
設
の
大
き
な
特
徴
は
、
同
じ
旧
校
庭
内
に
あ
る
製
材

所
と
一
体
と
な
っ
た
木
材
利
用
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
柱
で

利
用
で
き
る
も
の
、
集
成
材
の
原
料
と
し
て
利
用
で
き
る
も

の
は
優
先
的
に
製
材
に
利
用
。
製
材
利
用
で
き
な
い
も
の
や

製
材
過
程
で
発
生
す
る
端
材
な
ど
は
、
木
材
乾
燥
や
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
用
の
燃
料
と
し
て
利
用
し
、
さ
ら
に
そ
の
廃
熱
を

有
効
利
用
し
て
、
間
伐
材
木
骨
ハ
ウ
ス
で
マ
ン
ゴ
ー
栽
培
や

旧
校
舎
内
で
の
ウ
ナ
ギ
の
養
殖
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

木
材
と
バ
イ
オ
マ
ス
熱
の
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
で
、
森
林
資

源
の
有
効
利
用
と
、
競
争
力
の
強
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

栃木県那珂川町

林業で地方創生
　廃校跡地での製材・バイオマス発電事業や町
内工場への熱供給、地域通貨を使った町ぐるみ
での地域経済の活性化の取組をご紹介します。

廃
校
跡
地
で
新
産
業
創
出

県北木材協同組合那珂川工場 4



住友金属鉱山シポレックスへの熱供給施設（建設中）

那珂川バイオマス発電所

間
伐
材
等
を

産
業
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
利
用

　

ま
た
、
今
年
の
夏
に
は
、
町
内
の
大
き
な
建
材
工
場
の
住

友
金
属
鉱
山
シ
ポ
レ
ッ
ク
ス
へ
の
、
バ
イ
オ
マ
ス
熱
供
給
事

業
が
始
ま
り
ま
す
。
工
場
の
隣
接
地
に
建
設
中
の
大
型
ボ
イ

ラ
ー
か
ら
、
年
間
１
万
ｔ
の
間
伐
材
等
を
燃
料
と
し
て
蒸
気

を
供
給
し
、
約
2
5
0
万
リ
ッ
ト
ル
の
重
油
使
用
を
削
減
。

こ
れ
ま
で
海
外
や
町
外
に
流
出
し
て
い
た
概
ね
年
間
２
億
円

分
の
燃
料
を
、
町
内
の
山
林
か
ら
調
達
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
す
。

　

更
に
、
熱
供
給
ボ
イ
ラ
ー
の
周
り
に
農
業
ハ
ウ
ス
を
建
て
、

廃
熱
を
有
効
利
用
し
て
、
ト
マ
ト
、
ナ
ス
な
ど
の
野
菜
を
は

じ
め
、
な
つ
み
か
ん
、
イ
チ
ゴ
な
ど
の
果
物
の
栽
培
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

バイオマス熱を利用したマンゴー栽培
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「木の駅プロジェクト」での荷下ろしの様子

　

木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
か
が
わ
で
は
、
町
、
森
林
組
合
、

町
商
工
会
、
県
北
木
材
協
同
組
合
の
協
力
に
よ
り
、
町
民
の

方
か
ら
、
木
材
を
１
ｔ
あ
た
り
5
，
5
0
0
円
で
買
い
取
り
、

１
枚
5
0
0
円
相
当
の
地
域
通
貨
で
支
払
い
ま
す
。

　

直
径
6
㎝
以
上
、
長
さ
1
〜
1
．
8
m
の
形
状
で
あ
れ
ば
、

ウ
ル
シ
以
外
な
ら
ど
ん
な
樹
種
で
も
受
け
入
れ
可
能
で
す
。

ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
間
伐
材
の
ほ
か
、
屋
敷
林
の
木
や
、
ク
リ
、

ナ
シ
な
ど
の
果
樹
園
の
木
、
桑
畑
の
木
な
ど
も
中
学
校
跡
の

製
材
所
に
搬
入
さ
れ
、
多
く
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
た
め
の

チ
ッ
プ
に
加
工
さ
れ
、
柱
や
集
成
材
に
利
用
で
き
る
も
の
は

製
材
用
に
も
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

町
民
に
限
り
、
１
日
間
の
安
全
講
習
を
受
け
れ
ば
誰
で
も

出
材
者
と
し
て
登
録
可
能
で
、
林
業
者
の
ほ
か
、
平
日
は
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
働
い
て
い
る
人
な
ど
、
80
名
ほ
ど
が
登

録
し
て
い
ま
す
。
出
材
者
は
、
木
材
を
載
せ
た
軽
ト
ラ
ッ
ク

ご
と
台
秤
に
乗
せ
、
重
さ
を
計
測
し
ま
す
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
で

２
回
、
計
7
0
0
㎏
を
運
び
出
せ
ば
、
こ
れ
ま
で
利
用
価
値

が
無
く
放
置
さ
れ
て
い
た
木
材
が
4
，
0
0
0
円
程
に
な
り
、

出
材
者
も
出
荷
が
楽
し
み
だ
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
平
成
26

年
度
は
、
8
5
4
ｔ
、
5
0
0
万
円
分
近
く
が
地
域
通
貨
に

交
換
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
通
貨
は
、

大
手
ス
ー
パ
ー
で

は
使
え
ず
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
賛

同
・
加
盟
し
て
い

る
地
域
の
商
店
街

及
び
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
、
55
店
舗

で
の
み
で
使
え
ま

す
。
な
お
、
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
で

使
え
る
の
は
、
受

け
取
っ
た
地
域
通

貨
の
２
割
ま
で
で

す
。
地
域
通
貨

の
利
用
先
の
一
番

人
気
は
肥
料
で
し

た
。
そ
の
ほ
か
、

電
気
製
品
、
食

品
、
寝
具
な
ど
に

交
換
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
域
の
商
店

街
で
し
か
使
え
な

い
ま
と
ま
っ
た
金

額
の
地
域
通
貨

を
得
る
こ
と
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
、
大
型
ス
ー
パ
ー
や
量
販
店
で
購
入
さ
れ
て

い
た
も
の
が
、
地
域
の
商
店
街
で
購
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

ま
た
、
高
級
食
材
や
嗜
好
品
が
売
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

地
元
の
木
材
に
よ
る
商
店
街
の
活
性
化
を
実
感
し
て
お
り
、

今
後
、
よ
り
規
模
を
拡
大
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
那
珂
川
町
の
取
組
が
注
目
さ
れ
て
い
る
理
由
は
他
に

も
あ
り
ま
す
。
町
ぐ
る
み
で
取
り
組
む「
木
の
駅
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
か
が
わ
」で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員

会
の
矢
内
修
会
長
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

木
材
と
交
換
し
た
地
域
通
貨
で

商
店
街
が
活
性
化

木の駅プロジェクトなかがわ実行委員会
矢内　修　会長

地域通貨
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呉服店店主松山さん

　木の駅プロジェクトの登録
店である、地域の商店街の一
つの呉服・寝具店店主、松
山喜一さんに、昨年度１年分
の地域通貨を見せていただく
と、400枚にも及ぶ通貨の束
を持ってきてくださりまし
た。地域通貨で羽毛布団を買
うお客さんが多かったそうで
す。
　また、電気店では、特にエ
アコンやテレビの注文が多い
そうです。

　

製
材
工
場
・
発
電
所
の
稼
働
開
始
に
よ
り
、
約
10
万
㎥
の

木
材
が
取
引
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
雇
用
が
創
出
さ
れ
ま
し

た
。
木
材
取
引
量
の
う
ち
の
１
％
程
度
の
量
で
は
あ
り
ま
す

が
、
林
業
者
以
外
か
ら
も
木
材
が
集
め
ら
れ
、
地
域
通
貨
と

い
う
仕
組
み
を
通
じ
、
所
得
の
向
上
や
商
店
街
の
活
性
化
が

図
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
那
珂
川
町
の
取
り
組
み
が
、「
林
業

に
よ
る
地
域
創
生
」の
１
つ
の
姿
と
し
て
、
ま
す
ま
す
の
発
展

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

製材工場・発電所のみなさん

集成材の原料を製造する工場

「木の駅プロジェクト」出荷者のみなさん
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